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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
天
神
流
外
伝

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
５
５
１
Ｃ

【
作
者
名
】

　
生
時

レ
ジ
ェ
ン
ド

【
あ
ら
す
じ
】

　
「
天
正
伊
賀
の
乱
」
で
、
生
き
延
び
た
忍
び
が
編
み
出
し
た
天
神
流
・
・
・

「
武
勇
伝
」
の
外
伝
で
、
つ
い
に
、
天
神
斎
が
一
天
波
を
使
っ
た
相
手
が
、
明

ら
か
に
な
る
。
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は
じ
め
に

こ
の
物
語
は
、
「
武
勇
伝
」
の
外
伝
で
す
。

出
来
れ
ば
、
「
武
勇
伝
」
を
読
ん
で
か
ら
、
こ
の
物
語
を
読
ん
で
も
ら
え
る
と
、

話
も
分
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
（
生
時
名
義
に
な
っ
て
い
ま
す
）

「
武
勇
伝
」
は
格
闘
小
説
で
す
が
、
自
分
の
病
気
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
作

り
話
の
中
に
、
真
実
を
書
き
ま
し
た
が
、
こ
の
物
語
は
、
全
て
作
り
話
で
す
。

と
に
か
く
僕
は
、
病
気
で
あ
る
こ
と
を
少
し
で
も
忘
れ
、
物
語
の
中
で
格
闘
技

を
や
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
で
は
、
物
語
を
ど
う
ぞ
・
・
・

　
　
　

序
章
　
天
神
流

　　
忍
術
┃
日
本
の
古
武
術
の
一
つ
で
、
そ
の
歴
史
は
古
く
、
そ
の
術
は
修
験
道

の
山
伏
に
よ
っ
て
、
よ
り
高
度
な
も
の
に
高
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
彼
ら
の
呼
び

名
は
一
般
的
に
は
忍
者
、
忍
び
、
忍
術
使
い
と
よ
ば
れ
て
い
る
が
、
昔
は
乱
破
、

ら
っ
ぱ

透
破
、
密
偵
、
間
諜
間
者
、
諜
者
、
三
つ
物
、
隠
密
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

す
っ
ぱ

か
ん
ち
ょ
う

　
ま
た
、
聖
徳
太
子
は
情
報
活
動
す
る
者
達
を
志
能
便
と
名
づ
け
た
。

　　
忍
び
が
主
に
活
躍
し
た
の
は
、
戦
国
～
江
戸
時
代
だ
。

ま
た
、
あ
の
魔
王
と
呼
ば
れ
た
天
下
人
、
織
田
　
信
長
が
、
一
五
八
一
年
（
天

正
９
年
）
大
軍
を
率
い
て
伊
賀
に
攻
め
込
ん
だ
。

「
第
二
次
天
正
伊
賀
の
乱
」
で
あ
る
。
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多
く
の
伊
賀
者
は
惨
殺
さ
れ
た
・
・
・

そ
の
生
き
残
り
で
、
後
に
天
神
斎
と
名
乗
る
忍
び
が
編
み
出
し
た
の
が
天
神
流

で
あ
る
。

　　
　

第
一
章
　
二
人
の
姉
弟

　
「
ハ
ア
ハ
ア
・
・
信
長
め
・
・
」

ま
だ
、
十
五
に
な
る
か
、
な
ら
な
い
か
の
、
伊
賀
者
が
一
人
、
重
傷
を
負
い
な

が
ら
も
山
に
逃
げ
込
ん
だ
。

こ
の
男
こ
そ
、
天
神
流
の
開
祖
で
、
後
に
天
神
斎
と
名
乗
る
男
で
あ
る
。

織
田
信
長
は
、
「
第
二
次
天
正
伊
賀
の
乱
」
の
翌
年
、
天
正
十
年
に
、
明
智
光

秀
の
謀
反
に
よ
り
、
本
能
寺
で
自
害
し
た
。
享
年
四
十
九
歳
。

天
神
斎
は
こ
の
時
、
当
然
、
魔
王
信
長
の
死
を
知
ら
な
い
。

　
「
俺
に
も
っ
と
、
力
が
あ
れ
ば
・
・
・
」

天
神
斎
は
、
怪
我
が
治
る
と
、
二
十
年
か
ら
三
十
年
以
上
、
山
に
篭
っ
て
、
そ

し
て
、
天
神
流
を
編
み
出
し
た
。

彼
は
、
山
を
下
り
た
後
、
兵
を
求
め
る
旅
に
出
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
・
・
・

あ
る
村
が
、
盗
賊
に
襲
わ
れ
て
い
た
。

村
人
の
ほ
と
ん
ど
が
殺
さ
れ
た
。

　
「
姉
ち
ゃ
ん
、
怖
い
よ
」

　
「
佐
吉
、
大
丈
夫
よ
・
・
」

姉
の
名
は
、
お
光
、
弟
の
名
は
、
佐
吉
・
・
・

お
光
は
佐
吉
を
抱
き
し
め
、
盗
賊
た
ち
か
ら
守
ろ
う
と
し
た
。
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そ
の
時
！

「
な
、
な
ん
だ
・
・
お
前
は
！
？
」

一
瞬
だ
っ
た
・
・

一
瞬
で
、
数
十
人
の
盗
賊
た
ち
を
、
殺
し
た
。

　
「
弱
い
・
・
弱
す
ぎ
る
ぜ
」

盗
賊
た
ち
を
、
一
瞬
で
殺
し
た
の
は
、
天
神
斎
で
あ
っ
た
。

天
神
斎
が
去
ろ
う
と
し
た
時
、

　
「
あ
、
あ
り
が
と
う
・
・
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
お
名
前
を
・
・
」

お
光
は
、
震
え
な
が
ら
、
天
神
斎
に
礼
を
い
っ
た
。

　
「
・
・
ホ
ン
ト
の
名
は
忘
れ
た
・
・
今
は
天
神
斎
が
、
俺
の
名
だ
」

　
「
私
は
お
光
・
・
こ
の
子
は
弟
の
佐
吉
」

こ
れ
が
、
天
神
斎
と
、
お
光
、
佐
吉
姉
弟
の
出
会
い
だ
っ
た
。

　
　

第
二
章
　
弟
子
入
り

　
次
の
日
・
・
・

　
「
お
願
い
で
す
！
私
を
弟
子
に
し
て
下
さ
い
！
」

　
「
天
神
流
を
、
後
世
に
伝
え
る
気
は
な
い
・
・
あ
き
ら
め
ろ
」

　
「
・
・
私
が
強
か
っ
た
ら
、
お
と
っ
つ
あ
ん
も
、
お
っ
か
さ
ん
も
、
村
の
人

達
も
死
な
ず
に
す
み
ま
し
た
」

　
「
お
前
は
、
弟
を
、
命
懸
け
で
守
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
」

　
「
あ
・
・
あ
の
、
オ
イ
ラ
も
強
く
な
り
た
い
」

　
「
佐
吉
・
・
」

天
神
斎
の
表
情
が
険
し
く
な
っ
た
。

　
「
後
世
に
伝
え
る
気
の
な
い
技
を
、
教
え
る
ん
だ
か
ら
、
俺
の
後
を
継
げ
な

か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
命
を
も
ら
う
ぞ
！
そ
れ
で
も
い
い
ん
だ
な
！
？
」
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「
は
い
！
」

天
神
斎
は
、
し
ば
ら
く
二
人
の
顔
を
眺
め
た
。

そ
し
て
、

　
「
・
・
分
か
っ
た
。
お
前
達
を
弟
子
に
し
て
や
る
」

天
神
斎
は
、
つ
い
に
、
二
人
を
弟
子
に
し
た
。

　
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

　そ
の
後
、
天
神
流
は
、
幕
末
ま
で
、
継
承
者
に
な
れ
な
か
っ
た
ら
、
わ
が
子
で

も
殺
す
事
を
運
命
と
し
た
。

さ
だ
め

　
　
　
第
三
章
　
継
承
者

お
光
と
佐
吉
が
、
天
神
斎
の
弟
子
と
な
っ
て
か
ら
、
二
十
年
近
く
の
時
が
流
れ

た
。

　
「
先
生
、
何
か
考
え
事
で
す
か
？
」

　
「
お
光
、
俺
は
今
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
兵
と
戦
っ
て
き
た
・
・
だ
が
、
一
番

闘
い
た
か
っ
た
相
手
と
戦
え
な
か
っ
た
」

　
「
誰
で
す
か
？
そ
の
相
手
は
？
」

　
「
宮
本
武
蔵
！
」

宮
本
武
蔵
・
・
・
十
三
歳
の
時
に
、
新
当
流
の
有
馬
喜
兵
衛
を
木
刀
で
殺
し
、

そ
の
後
、
巌
流
の
佐
々
木
小
次
郎
と
の
戦
い
ま
で
に
、
六
十
数
度
の
真
剣
勝
負

を
し
、
不
敗
を
誇
る
。

天
神
斎
が
山
を
下
り
た
時
は
、
武
蔵
は
す
で
に
、
剣
を
封
印
し
て
い
た
。

　
「
さ
て
、
今
日
は
お
前
達
に
、
俺
の
後
を
継
い
で
も
ら
う
た
め
の
真
剣
勝
負

を
し
て
も
ら
う
」
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い
よ
い
よ
継
承
者
を
決
め
る
時
が
来
た
。

　
「
お
光
、
佐
吉
、
俺
の
後
が
継
げ
な
か
っ
た
ら
、
そ
の
命
を
も
ら
う
と
い
う

約
定
、
忘
れ
て
い
な
い
な
」

　
「
は
い
」

　
「
よ
し
・
・
手
加
減
は
す
る
な
。
殺
す
気
で
や
れ
！
」

　
「
は
い
」

　
「
で
は
、
始
め
！
」

つ
い
に
、
二
人
の
戦
い
が
始
ま
っ
た
。

ま
ず
、
佐
吉
が
刀
を
抜
き
、
斬
り
か
か
っ
た
。

お
光
は
、
佐
吉
の
頭
上
よ
り
も
高
く
跳
び
、
一
回
転
し
て
、
佐
吉
の
頭
に
か
か

と
落
と
し
・
・
・

天
誅
と
呼
ば
れ
る
技
で
あ
る
。

佐
吉
は
倒
れ
そ
う
に
な
っ
た
が
、
再
び
斬
り
か
か
っ
た
。

だ
が
、
お
光
は
、
も
う
片
方
の
足
で
、
佐
吉
を
蹴
り
飛
ば
し
た
。

佐
吉
は
そ
の
ま
ま
数
メ
ー
ト
ル
ふ
っ
飛
ん
だ
。

そ
の
ス
キ
に
、
お
光
は
手
裏
剣
の
一
種
、
苦
無
を
投
げ
た
が
、
佐
吉
は
刀
で
弾

い
た
。

だ
が
、
そ
の
間
に
、
お
光
は
間
合
い
を
取
り
、
逆
関
節
を
決
め
、
そ
の
ま
ま
投

げ
、
地
面
に
叩
き
つ
け
、
佐
吉
の
喉
に
肘
鉄
を
喰
ら
わ
せ
た
。
雷
鳴
と
呼
ば
れ

る
技
で
あ
る
。

　
「
ぐ
は
ー
」

も
は
や
勝
負
は
見
え
て
い
た
。
だ
が
、
佐
吉
も
負
け
ら
れ
な
い
。
敗
北
す
れ
ば
、

死
が
待
っ
て
い
る
。

　
「
佐
吉
、
強
く
な
っ
た
わ
ね
」

　
「
姉
者
！
？
」

　
「
貴
方
な
ら
、
先
生
の
後
を
継
げ
る
わ
」

　
「
・
・
姉
者
・
・
」

お
光
か
ら
闘
気
が
消
え
た
。
彼
女
は
わ
ざ
と
負
け
る
つ
も
り
だ
。

　
「
臨
、
兵
、
闘
、
者
、
皆
、
陣
、
列
、
在
、
前
・
・
天
神
流
奥
義
龍
神
！
」

数
秒
間
に
、
常
識
を
超
え
る
ス
ピ
ー
ド
で
、
相
手
の
急
所
に
攻
撃
す
る
。
そ
れ
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が
、
奥
義
龍
神
で
あ
る
。

お
光
は
、
宙
に
浮
い
た
後
、
ふ
っ
飛
ん
だ
。

　
「
（
フ
ッ
・
・
姉
者
、
あ
ん
た
は
強
い
が
、
甘
い
ん
だ
よ
。
）
」

佐
吉
が
、
冷
た
い
表
情
で
微
笑
ん
だ
。

　
「
先
生
、
姉
者
は
負
け
た
。
こ
れ
で
、
天
神
流
の
継
承
者
は
、
俺
に
決
ま
り

ま
し
た
ね
」

　
「
う
っ
・
・
」

お
光
が
、
フ
ラ
フ
ラ
な
状
態
で
立
ち
上
が
っ
た
。

　
「
せ
、
先
生
・
・
私
は
佐
吉
に
負
け
ま
し
た
。
約
定
ど
お
り
、
私
の
命
を
・
・

」　
「
・
・
天
神
流
の
正
統
な
継
承
者
は
、
お
光
、
お
前
だ
」

　
「
な
、
何
！
？
」

　
「
せ
、
先
生
・
・
私
は
・
・
」

　
「
天
神
流
の
継
承
者
は
、
強
く
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
お
前
は
、
佐
吉
を
助

け
た
い
か
ら
わ
ざ
と
負
け
た
。
負
け
れ
ば
死
ぬ
と
分
か
っ
て
い
な
が
ら
・
・
だ

が
、
佐
吉
は
、
死
を
恐
れ
た
。
そ
ん
な
ヤ
ツ
に
、
継
承
者
に
な
る
資
格
は
な
い
」

　
「
そ
、
そ
ん
な
・
・
俺
、
死
に
た
く
な
い
」

　
「
佐
吉
、
あ
の
時
の
お
前
の
心
に
は
、
汚
れ
が
な
か
っ
た
・
・
だ
が
、
今
の

お
前
は
、
自
分
が
よ
け
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
男
に
し
て
し
ま
っ

た
の
は
俺
の
せ
い
・
・
だ
か
ら
、
お
前
の
後
に
、
俺
も
自
害
す
る
」

　
「
先
生
・
・
佐
吉
を
助
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
」

　
「
お
光
・
・
」

　
「
も
し
、
佐
吉
が
死
ぬ
な
ら
、
私
も
死
に
ま
す
！
」

　
「
・
・
（
コ
イ
ツ
は
あ
の
時
と
変
わ
ら
な
い
な
）
分
か
っ
た
。
命
ま
で
は
と

ら
ん
。
」

　
「
あ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

　
「
だ
が
佐
吉
、
今
後
、
お
前
は
、
天
神
流
の
技
を
使
う
事
を
禁
止
す
る
。
二

度
と
技
を
使
っ
て
は
な
ら
ん
。
い
い
な
」

　
「
分
か
っ
た
よ
」

佐
吉
は
そ
う
言
っ
て
、
二
人
の
前
か
ら
去
っ
て
い
た
。
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そ
し
て
、
こ
の
時
よ
り
、
お
光
は
、
天
神
斎
か
ら
、
陽
炎
と
い
う
名
を
与
え
ら

れ
た
。

　
　
　
最
終
章
　
天
神
斎
対
黒
龍

　
お
光
が
、
天
神
流
の
後
継
者
に
な
り
、
陽
炎
の
名
を
与
え
ら
れ
て
か
ら
、
十

数
年
の
時
が
流
れ
た
・
・
・

だ
が
、
二
年
前
か
ら
、
あ
る
盗
賊
集
団
に
よ
っ
て
、
次
々
と
村
が
襲
わ
れ
て
い

た
。

こ
の
時
、
天
神
斎
葉
七
十
を
超
え
て
い
た
が
、
兵
を
求
め
一
人
、
旅
を
し
て
い

た
。

陽
炎
も
お
そ
ら
く
、
兵
を
求
め
、
旅
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

天
神
流
の
継
承
者
は
、
皆
、
修
羅
と
な
る
。

兵
を
求
め
、
戦
い
の
中
で
生
き
、
戦
い
の
中
で
散
っ
て
ゆ
く
・
・
・

あ
る
月
夜
の
晩
・
・
・

ま
た
、
村
が
襲
わ
れ
て
い
た
。

だ
が
、
あ
の
時
の
よ
う
に
、
天
神
斎
が
現
れ
た
。

　
「
何
だ
、
こ
の
ジ
ジ
イ
は
・
・
・
」

　
「
邪
魔
じ
ゃ
、
お
前
ら
の
相
手
は
、
後
で
し
て
や
る
。
」

　
「
何
だ
と
！
な
め
ん
な
よ
！
」

　
「
下
が
れ
・
・
」

　
「
か
、
頭
・
・
」

　
「
久
し
ぶ
り
だ
な
・
・
天
神
斎
・
・
」

　
「
佐
吉
」

　
「
死
ぬ
前
に
教
え
て
や
る
。
今
の
俺
の
名
は
、
黒
龍
だ
」
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「
何
故
だ
！
何
故
こ
ん
な
事
を
・
・
・
」

佐
吉
の
近
く
で
は
、
子
供
が
一
人
、
親
の
亡
骸
の
前
で
、
涙
を
流
し
て
い
た
。

　
「
知
り
た
い
か
？
な
ら
、
つ
い
て
来
い
」

　
「
頭
！
」

　
「
お
前
達
は
戻
っ
て
い
ろ
！
」

佐
吉
は
、
馬
に
ま
た
が
り
、
泣
い
て
い
た
子
供
を
連
れ
て
、
去
っ
て
い
っ
た
・
・

・天
神
斎
は
、
す
ぐ
に
そ
の
後
を
追
っ
た
。

　
「
こ
の
辺
が
ち
ょ
う
ど
い
い
か
・
・
」

佐
吉
は
、
馬
を
止
め
、
降
り
た
。

　
「
そ
の
子
を
離
せ
、
佐
吉
！
」

　
「
た
、
助
け
て
・
・
」

　
「
佐
吉
・
・
何
故
、
盗
賊
な
ん
か
に
・
・
お
前
も
か
つ
て
、
盗
賊
に
襲
わ
れ

た
じ
ゃ
ろ
・
・
な
ら
、
そ
の
子
の
気
持
ち
が
分
か
る
だ
ろ
う
」

　
「
天
神
斎
・
・
さ
っ
き
言
っ
た
よ
な
！
今
の
俺
の
名
は
、
黒
龍
だ
！
」

　
「
な
ら
ば
、
黒
龍
よ
・
・
さ
っ
き
の
質
問
に
答
え
ろ
！
」

　
「
簡
単
な
事
だ
。
こ
の
世
は
強
さ
が
全
て
、
弱
い
ヤ
ツ
は
殺
さ
れ
て
も
仕
方

な
い
・
・
俺
は
、
お
前
の
お
か
げ
で
強
く
な
っ
た
。
そ
の
力
を
、
ど
う
使
お
う

が
俺
の
勝
手
だ
」

　
「
ワ
シ
は
、
お
前
に
、
天
神
流
を
二
度
と
使
う
な
と
言
っ
た
は
ず
だ
」

　
「
悪
人
は
約
束
を
破
る
の
さ
」

　
「
や
は
り
、
あ
の
時
に
、
お
前
を
殺
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
・
・
黒
龍
・
・

今
度
こ
そ
、
お
前
に
、
引
導
を
与
え
て
や
ろ
う
」

　
「
天
神
斎
、
あ
の
時
の
お
前
は
強
か
っ
た
・
・
だ
が
、
年
老
い
た
お
前
で
は
、

今
の
俺
に
は
勝
て
ん
！
」

　
「
な
め
ら
れ
た
も
ん
じ
ゃ
・
・
お
前
な
ど
、
今
で
も
敵
で
は
な
い
」

つ
い
に
、
二
人
の
戦
い
が
始
ま
っ
た
。

さ
っ
き
ま
で
泣
い
て
い
た
子
供
は
、
二
人
の
戦
い
を
、
目
に
焼
き
付
け
よ
う
と
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思
っ
た
。

互
い
に
刀
を
抜
き
、
激
し
い
戦
い
が
始
ま
っ
た
。

二
人
の
攻
防
戦
が
続
い
た
・
・
・

天
神
斎
は
、
刀
を
鞘
に
収
め
た
。

そ
し
て
、
奥
義
龍
神
を
繰
り
出
し
た
。

黒
龍
は
吹
っ
飛
び
、
倒
れ
た
が
、
す
ぐ
に
立
ち
上
が
っ
た
。

　
「
な
、
何
！
？
ワ
シ
の
本
気
の
龍
神
を
喰
ら
っ
て
、
立
ち
上
が
る
と
は
・
・
」

　
「
俺
が
強
く
な
っ
た
の
と
、
お
前
が
弱
く
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
の
事
だ
！
」

　
「
（
こ
の
ま
ま
で
は
負
け
る
・
・
こ
う
な
っ
た
ら
、
あ
の
技
し
か
な
い
）
」

天
神
斎
が
、
気
を
一
点
に
集
中
し
始
め
た
。

　
「
（
ま
さ
か
あ
の
技
を
・
・
）
馬
鹿
が
、
そ
の
技
は
、
お
前
で
も
極
め
れ
な

か
っ
た
技
だ
ろ
う
が
！
」

今
度
は
黒
龍
が
、
龍
神
を
繰
り
出
し
た
。

天
神
斎
は
、
吹
っ
飛
ん
だ
が
、
気
を
集
中
し
続
け
た
。

　
「
な
、
何
だ
！
？
こ
の
気
は
・
・
」

　
「
覚
悟
は
い
い
な
・
・
黒
龍
・
・
喰
ら
へ
、
神
技
一
天
波
！
」

一
天
波
・
・
・
気
を
一
点
に
集
中
し
、
そ
の
時
に
放
た
れ
た
衝
撃
波
で
、
相
手

に
触
れ
る
事
な
く
、
相
手
を
確
実
に
殺
す
。
ま
さ
に
神
の
業
。

そ
の
後
、
こ
の
技
を
極
め
た
者
は
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
天
神
流
の
正
式
な
技

で
は
な
く
、
幻
の
技
と
な
っ
て
い
く
。

黒
龍
は
、
そ
の
後
、
二
度
と
立
ち
上
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

だ
が
、
放
っ
た
天
神
斎
も
、
た
だ
で
は
す
ま
な
い
。

し
か
も
、
天
神
斎
は
七
十
を
超
え
た
高
年
者
・
・
・

彼
も
そ
の
ま
ま
倒
れ
、
立
ち
上
が
る
事
は
な
か
っ
た
。

そ
の
場
に
い
た
少
年
は
、
天
神
斎
だ
け
で
な
く
、
黒
龍
の
墓
も
作
り
、
そ
の
場

を
去
っ
た
。

少
年
の
名
は
晋
作
・
・
・

晋
作
は
、
村
に
戻
っ
た
後
、
親
や
村
人
達
の
墓
を
作
り
、
強
く
な
る
た
め
に
旅
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に
出
た
。

そ
し
て
、
陽
炎
と
出
会
い
、
彼
女
の
弟
子
と
な
っ
た
。

だ
が
、
晋
作
は
継
承
者
に
は
、
な
れ
な
か
っ
た
。

陽
炎
に
は
、
影
丸
と
い
う
子
が
一
人
い
た
。

継
承
者
に
な
る
た
め
に
、
二
人
は
勝
負
し
、
晋
作
は
敗
北
・
・
・

三
代
目
と
な
っ
た
の
は
、
影
丸
で
あ
る
。

だ
が
、
晋
作
は
、

　
「
先
生
の
手
で
死
ね
る
な
ら
、
本
望
で
す
」

と
、
陽
炎
に
笑
顔
で
語
っ
た
。

陽
炎
は
、
晋
作
の
介
錯
を
し
、
そ
の
後
す
ぐ
に
、
彼
女
は
自
害
し
た
。

や
が
て
、
平
成
時
代
に
な
り
、
神
威
龍
一
が
、
天
神
流
の
十
八
代
目
と
な
る
。

天
神
流
の
歴
史
は
、
「
天
正
伊
賀
の
乱
」
か
ら
始
ま
っ
た
の
だ
。

　
　
　
あ
と
が
き

　
ク
ロ
ー
ン
病
と
い
う
病
気
に
な
っ
て
か
ら
十
年
・
・
・

一
昨
年
く
ら
い
か
ら
、
「
武
勇
伝
」
を
書
い
て
、
僕
の
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
、

神
威
龍
一
と
い
う
武
道
家
が
、
変
わ
り
に
や
っ
て
く
れ
た
。

そ
し
て
、
最
近
に
な
っ
て
、
天
神
斎
が
一
天
波
を
使
っ
た
の
は
誰
な
の
か
が
、

僕
の
頭
の
中
で
浮
か
ん
で
き
た
。

友
達
か
ら
は
、
僕
が
、
川
原
先
生
の
「
修
羅
の
刻
」
の
フ
ァ
ン
だ
か
ら
、
柳
生

十
兵
衛
と
言
わ
れ
た
。
あ
と
、
宮
本
武
蔵
と
、
天
神
斎
は
戦
っ
た
の
か
？
と
聞

か
れ
、
ホ
ン
ト
は
戦
わ
せ
た
か
っ
た
が
、
土
方
歳
三
の
時
と
同
じ
で
、
戦
わ
せ

な
い
事
に
し
ま
し
た
。
（
だ
か
ら
、
十
兵
衛
と
も
戦
っ
て
な
い
・
・
と
思
う
）

と
に
か
く
、
歴
史
上
の
人
物
は
や
め
よ
う
と
思
い
、
浮
か
ん
で
き
た
の
が
、
天

神
流
を
学
ん
だ
人
間
で
す
。

そ
し
て
、
痛
み
と
戦
い
な
が
ら
、
物
語
を
考
え
ま
し
た
。
（
さ
っ
き
も
痛
み
が
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強
か
っ
た
・
・
今
は
痛
み
止
め
が
少
し
効
い
て
き
た
）

ま
あ
、
病
気
に
負
け
ず
に
頑
張
り
ま
す
！
（
格
闘
技
は
好
き
だ
け
ど
、
病
気
と

格
闘
し
た
く
な
か
っ
た
・
・
・
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
十
九
年
　
生
時

天
神
流
の
継
承
者
た
ち

初
代
・
・
・
天
神
斎

２
代
目
・
・
・
陽
炎
（
お
光
）

３
代
目
・
・
・
影
丸

４
代
目
～
１
０
代
目
不
明

１
１
代
目
・
・
・
辰
巳

１
２
代
目
・
・
・
不
知
火
　
蛍

１
３
代
目
・
・
・
不
知
火
　
彦
斎

１
４
代
目
・
・
・
不
知
火
　
幻
次

１
５
代
目
・
・
・
月
形
　
十
蔵

１
６
代
目
・
・
・
月
形
　
良
昭

１
７
代
目
・
・
・
月
形
　
瑠
奈

１
８
代
目
・
・
・
神
威
　
龍
一
　
　

天
神
流
を
学
ん
だ
者
た
ち

黒
龍
（
佐
吉
）

晋
作

彦
斎
の
子
供
た
ち

不
知
火
　
灯

隼
人
の
祖
父
、
父
、
母
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不
知
火
　
隼
人

堀
辺
　
正
宗

武
田
　
武

水
谷
　
凍
矢
　

凍
矢
の
影
の
者
た
ち
（
春
麗
な
ど
）

神
威
　
聖
華

神
威
　
龍
之
介

大
空
　
達
也

　



14

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

天神流外伝
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